
 議題（２） 

 

 

各団体の認知症対策に関する取組に

ついて 

 

 

 



団体名 岡山県医師会 資料 P20-P21

団体名 岡山県看護協会 資料 －

団体名 岡山県精神科医療センター 資料 －

団体名 岡山県老人福祉施設協議会 資料 P22-P23

団体名 認知症の人と家族の会　岡山県支部 資料 －

・日医かかりつけ医機能研修制度　応用研修
・岡山県医師会認定かかりつけ医研修会・・・・開催予定

・世界アルツハイマーデー記念講演会の実施
・毎月、県内４カ所で、認知症の人と介護家族の相談・交流会（つどい）の実施
・毎月、広報誌「ぽーれぽーれ」の発行　（会員、行政、地域包括支援センター、図書館
等に配布）

一般科では対応困難な認知症患者コロナ陽性者の入院受入れ
＜実績＞２０２０．７．２５～２０２１．１１．１６
　　　　　　コロナ陽性患者入院　６４名
　　　　　　うち、認知症患者　　　３３名

研修「認知症高齢者の看護実践に必要な知識」の開催
　　令和2年度診療報酬改定での「認知症ケア加算」の施設基準における「認知症患者
のアセスメントや看護方法等に係る適切な研修」に該当する。
　　開催回数：2回
　　受講者数：168人

別紙開催要項の通り認知症をテーマとした研修開催



団体名 警察本部警務部警務課 資料 －

団体名 教育庁人権教育・生徒指導課 資料 －

団体名 岡山県くらし安全安心課 資料 P24-P26

１　認知症による行方不明者について
２　高齢者虐待について
３　特殊詐欺被害について
４　高齢運転者対策について

　高齢者の人権課題について、授業等に活用できる指導資料や人権教育研修テキスト
等を作成し、学校への配付やホームページにアップするなど、高齢社会や介護・福祉等
についての理解を深める取組を進めている。

・消費者安全確保地域協議会（見守りネットワーク）について（資料別添）
・「見守り力アップ講座」について（資料別添）



 

日医かかりつけ医機能研修制度 令和 3年度 応用研修会（映像研修） 

プログラム 

開催日：令和 3年 7月 4日（日）       

会  場：岡山県医師会館 三木記念ホール  

           津山保健センター         

参加者：196名（オンライン参加者含む）  

※ 本研修会は、令和 2年度版応用研修会ＤＶＤによる映像研修です。 

10:00 （１）開会・挨拶   岡山県医師会長 松山 正春 

 （２）講義 

10:05 

 

応用研修 第 2期 1.(2)：1単位 
生涯教育 CC2:1単位 

【専門医共通講習―①医療倫理（必修）：1単位】＊会場参加者のみ 

かかりつけ医の倫理（60分） 

 
   稲葉 一人（中京大学 法務総合教育研究機構 専任教授） 

 

 
   新田 國夫（医療法人社団 つくし会 理事長） 

11:05 

 

応用研修 第 2期 2.(2)：1単位 

生涯教育 CC72:1単位 

かかりつけ医に必要な小児・思春期への対応（60分） 

  内海 裕美（吉村小児科 院長） 

12:05 
 ＜ 休憩・昼食 ＞（55分） 

13:00 

 

応用研修 第 2期 3.(2)：1単位 
生涯教育 CC10:0.5単位 

CC80:0.5単位 

在宅医療、多職種連携（60分） 

    大橋 博樹（医療法人社団家族の森 多摩ファミリークリニック 院長） 

14:00 

 

応用研修 第 2期 4.(2)：1単位 
生涯教育 CC4:1単位 

かかりつけ医に必要なリーダーシップ、マネジメント、コミュニケーションスキル（60分） 

    前野 哲博（筑波大学 医学医療系 地域医療教育学 教授） 

15:00 
 ＜ 休憩 ＞（10分） 

15:10 

 

応用研修 第 2期 5.(2)：1単位 

生涯教育 CC29:1単位 

認知症、ポリファーマシーと適正処方（60分） 

 
 粟田 主一（地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所 副所長） 

  小島 太郎（東京大学医学部附属病院 老年病科 講師） 

16:10 
 

応用研修 第 2期 6.(2)：1単位 
生涯教育 CC15:1単位 

在宅リハビリテーション症例（60分） 

  齊藤 正身（医療法人真正会 霞ヶ関南病院 理事長） 

17:10 （３）閉会・挨拶   岡山県医師会常任理事 佐藤 正浩 

 



日医かかりつけ医機能研修制度 令和 3年度 応用研修会（映像研修） 

プログラム 

開催日：令和 3年 8月 9日（月・祝）               会  場：岡山県医師会館 三木記念ホール 

     津山保健センター  

参加者：156名（オンライン参加者含む） 

※ 本研修会は、令和 3年度版応用研修会ＤＶＤによる映像研修です。 

10:00 （１）開会・挨拶  岡山県医師会長 松山 正春 

 （２）講義 

10:05 

 

応用研修 第 2期 1.(3)：1単位 

生涯教育 CC7:1単位 

【専門医共通講習―③医療安全（必修）：１単位】＊会場参加者のみ 

かかりつけ医の質・医療安全（60分） 

    新田 國夫（医療法人社団つくし会 理事長） 

  清水 惠一郎（医療法人社団清令会 理事長） 

11:05 

 

応用研修 第 2期 2.(3)：1単位 

生涯教育 CC82:1単位 

メタボリックシンドロームからフレイルまで（60分） 

 

 
飯島 勝矢（東京大学 高齢社会総合研究機構 機構長 

・未来ビジョン研究センター 教授） 

12:05 
 ＜ 休憩・昼食 ＞（55分） 

13:00 

 

応用研修 第 2期 3.(3)：1単位 

生涯教育 CC13:1単位 

地域医療連携と医療・介護連携（60分） 

    松田 晋哉（産業医科大学 医学部公衆衛生学 教授） 

14:00 

 

応用研修 第 2期 4.(3)：1単位 

生涯教育 CC12:1単位 

地域包括ケアシステムにおけるかかりつけ医の役割（60分） 

    鈴木 邦彦（医療法人博仁会 志村大宮病院 理事長・院長） 

    渡辺 仁（医療法人社団渡辺会 大場診療所 副院長） 

15:00 
 ＜ 休憩 ＞（10分） 

15:10 

 

応用研修 第 2期 5.(3)：1単位 

生涯教育 CC19:1単位 

リハビリテーションと栄養管理・摂食嚥下障害（60分） 

    犬飼 道雄（岡山済生会総合病院 内科・がん化学療法センター 主任医長） 

16:10 

 

応用研修 第 2期 6.(3)：1単位 

生涯教育 CC15:1単位 

地域連携症例（60分） 

    石垣 泰則（医療法人社団仁生堂 大村病院 院長） 

    大橋 博樹（医療法人社団家族の森 多摩ファミリークリニック 院長） 

17:10 （３）閉会・挨拶  

 



● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● 
令和３年度 岡山県老人福祉施設協議会 デイサービスセンター職員研修会 

デイサービスセンターにおける認知症ケア研修会 

～ 目の前の一人の「人を理解する」こと ～ 

● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● 
 

１．趣   旨 

近年、認知症が原因で生活上での混乱や周囲とのトラブル等、様々な社会問題が発生し 

ています。私たち専門職にはその方の歴史や背景を理解し、一人ひとりの方のニーズに添った

対応が求められています。 

 本会では、認知症ケアに関する継続的なスキルアップを図るため、令和元年度に引き続き、 

渡辺先生をお招きし、本研修会を開催いたします。 

２．日   時 

  【第１回目】令和３年８月２６日（木）１３：３０ ～ １５：３０ 

  【第２回目】令和３年９月２８日（火）１３：３０ ～ １５：３０ 

   ※１回目と２回目で内容は異なります。 

３．開 催 方 法 

  オンライン（Zoom）により開催 

 

 

 

４．日   程 

  1３：00      1３：３0                              1５：３0 

Zoom 

入室可 
開会 講義・演習 ※途中休憩あり 閉会 

※ 終了時間については、多少前後する場合もありますのでご了承ください。 
 

５．講   師 

株式会社 きらめき介護塾 

代表 渡
わた

 辺
なべ

  哲
てつ

 弘
ひろ

 氏 

 

1971年 5月 6日生まれ。愛知県名古屋市の出身です。 

信州大学教育学部を卒業後、滋賀県内の障害者施設・高齢者施設（一般デイサービス・認知症対応型デイ

サービス・特別養護老人ホーム・老人保健施設・グループホーム）・居宅介護支援事業所などの介護現場

で 20年間、介護職員・相談員・介護支援専門員・管理者として学びました。 

○平成 25年７月「株式会社きらめき介護塾」を設立。 

○平成 27年 4月「一般社団法人きらめき認知症トレーナー協会」を設立。 

現在、日本・ハワイ・中国の介護事業所や医療機関、行政・各種団体さまより、年間 250～３００回ほど

の研修・講演の他、認知症の基本を職場や地域でわかりやすく伝えられる専門職の養成を実施しています。

研修では「認知症の“人の心”を伝える」ことを大切にお話させていただいています 

申込時にお教えいただきましたアドレスあて、Zoom参加用 URLと資料を前日までに

お送りいたします。 



６．参 加 対 象 

  施設・事業所の職員等 １００名程度 

  ※第１・２回目共にご参加ください。 

 

７．参加費について 

    岡山県老施協会員施設・事業所 無料   

 

８．参 加 申 込 

    ①以下の申込フォームより、令和 ３年 ８月１８日（水）までにお申込ください。 

   https://forms.gle/y3mh9S8XddD5N86H6 

    ②参加を取り消される場合はご連絡ください。 

③定員を越えてお断りする場合のみ、ご連絡いたします。 

 

９．主   催 

  岡山県老人福祉施設協議会・デイサービスセンター部会 

 

１０．申込・問合せ先 

岡山県老人福祉施設協議会事務局 担当：橘 

（岡山県社会福祉協議会 地域福祉部内） 

〒700-0807 岡山市北区南方 2丁目 13-1 きらめきプラザ３階 

TEL：086-226-3529 FAX：086-227-3566 

E-mail：tachibana＠fukushiokayama.or.jp  

https://forms.gle/y3mh9S8XddD5N86H6


 
地域における見守りネットワークの構築について 

 
○消費者安全確保地域協議会（見守りネットワーク）について 
高齢者等の消費者被害防止や被害の早期発見のために、地域の福祉関係者、事業者、警察等
が連携して、必要な情報交換、見守り活動等を行う組織（消費者安全法に規定） 

 
○協議会の概要 
協議会の役割 … 構成員間での必要な情報交換、協議 
構成員の役割 … 消費生活上特に配慮を要する消費者と適当な接触を保ち、その状況を見

守り、必要な取組を実施 
構成員 … ・地方公共団体の機関（消費生活センター等） 

・医療・福祉関係（病院、地域包括支援センター民生委員・児童委員等） 
・警察・司法関係（法テラス、弁護士、司法書士等） 

      ・教育関係（教育委員会等） 
      ・事業者関係（商店街、コンビニ、生協、農協、宅配事業者、金融機関等） 
      ・消費者団体、町内会等の地縁団体、ボランティア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
○協議会設置のメリット 
・地域の関係機関の連携強化が図られ、地域の様々な問題解決がスムーズになる。 
・見守り活動に必要な情報を協議会の構成員で効果的に共有することができる。 
※個人情報を含め共有を図るための法的根拠ができる。（消費者安全法第 11条の 4） 

 ・見守りのネットワークが安定的なものとなり、活動を効果的に継続しやすくなる。 
・住民のつながりが強い地域としてアピールでき、悪質業者に対する抑止につながる。 

 

○県内の協議会設置状況 

地 区 設置時期 設  置  形  態 

岡山市 

(五城学区) 

H28.9.16 小学校区・地区単位で、各種地域団体が連携して安全で安心な地域づくり

を推進する「安全・安心ネットワーク（高齢者福祉関係を含む）」の枠組

みをそのまま生かして設立 

浅口市 

( 全 域 ) 

H29.5.30 既設の高齢者虐待等防止協議会を消費者安全確保地域協議会に位置付ける

形で設立 

井原市 

( 全 域 ) 

R2.4.1 既設の高齢者権利擁護推進会議を消費者安全確保地域協議会に位置付ける

形で設立 

笠岡市 

( 全 域 ) 

R2.11.1 既設の地域ケア会議（介護保険関係）を消費者安全確保地域協議会に位置

付ける形で設立 

 ※全国の協議会設置状況：361 協議会（R３(2021)年 11 月末現在） 

 

○設置に向けた県のサポート 
・研修会の開催や担当職員が地域に出向いてネットワークづくりをサポートする。 
・地域の関係者の見守り力アップのための出前講座を開催する。 
・地域で見守り訪問活動を試行的に行うモデル事業を実施する。 



講座の内容 

 

受託団体 適格消費者団体 消費者ネットおかやま 

を 
開催しませんか? 

・・・高齢者の消費者被害を防ぐために地域で開催を！・・・ 
 

 

地域の見守り活動の役割のひとつに消費者被害の未然防止や早期発見があります。 

多発する悪質で巧妙な高齢者等への消費者被害を防ぐためには、地域で見守り活動を進めてい

る皆さんや高齢者等に日常的に接している皆さんが、必要な情報や知識を身に付けることが求

められています。そのため、高齢者等の見守り力を向上させるために下記のとおり開催します。 

この講座は、最新の消費者被害に関する情報や見守り活動のポイント、困った時の対処方法

などを中心に学ぶものです。普段の活動や仕事で高齢者等に接している地域の団体や福祉関係

の団体の皆さんに積極的に応募いただき、みんなで「見守り力」を高めましょう。また、市町

村におかれましては、見守りネットワークづくりの研修の一つとしてご活用ください。 

地域の見守り活動が 

高齢者等の消費者被害をくい止めます！ 
 

※1 会場 20 名～30 名程度で開催できます (状況に応じて対応します) 

※講座時間は、1 時間から２時間程度  (状況に応じた設定ができます) 

           

 

 

           

 

              見守りネットワークにおける地域の連携イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の消費者 

被害の情報 

高齢者等への声

掛けと気配り 

見守り活動の 

すすめ方など 

見守る側の気づ

きと対処法 

消費生活センター 

消費生活相談員 

情報共有 
 

 
※守秘義務 

情報共有 情報共有 

地域協議会 

構成員間での情報共有 
（個人情報保護法の例外） 

高齢者等 

３つの不安 

「お金」「健康」「孤独」 

消費者団体、 

地縁団体等 

教育機関 

警 察  

民生委員等 

保 健 所  

地域包括支援
センター等 

病 院  

地方公共団体 

 

 

http://www.caa.go.jp/region/illustration/img/1-44.jpg


こちらまで 

どうぞ 

 

 

 

「見守り力アップ講座」     応募方法 
・一講座当たりの参加者は、20 名～30 名程度で開催できます。 

・講座時間は、1 時間から 2 時間の間で、状況に応じた設定ができます。 

・下記申込書に、開催希望日や会場名など、必要事項を記載して「消費者ネット 

 おかやま」まで、ご一報ください。 ※下記の電話、ファックス、E-mail 

・折り返し、こちらから連絡させていただき、詳細等について、調整させていた 

だきます。 

       ※応募にあたり、ご不明な点がありましたら、下記までお尋ねください。 

〔講座開催申込書〕 
 申込日：  ２０  年    月    日 （  ） 

開

催

日

時 

 第一希望 

  年  月  日（ ）   ：   ～    ： 

開催時間は講座自体の開始から終了までの

時間をご記入ください。 

第二希望 

  年  月  日（ ）   ：   ～   ： 

 

場

所 

会場名； 

住所： 

会場名； 

住所： 

申込団体  参加予定数         名  

担当者名 部署 

お名前 

連絡先 ☎          FAX 

     E-mail 

お寄せいただく個人情報は、この講座の目的以外へ使用することはありません。 

受講者へのお願いと受講後のフォローについて 

◎受講者の皆さんの中で、見守り活動に関する情報提供を希望する方には、その後の活動を 

支援するため、消費者ネットおかやまから情報提供をさせていただく予定です。 

◎受講者の皆さんには、地域での見守り活動への積極的な取り組みを期待しており、見守り活 

動に関するアンケートに講座会場で記入いただく予定です。 

◎見守り活動上のご相談等は、下記、消費者ネットおかやまでお寄せください。 

          

応 募・お問合せ・ご相談 
 

受託団体 内閣総理大臣認定・適格消費者団体 

      特定非営利活動法人 消費者ネットおかやま 

岡山市北区奉還町一丁目 7－7 

         TEL（０８６）２３０－１３１６      FAX （０８６）２３０－６８８０ 

       E-mail npo-syohinet-okayama＠sunny.ocn.ne.jp  

 ホームページ http://okayama-con.net/ 

             

http://okayama-con.net/

